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要約 
「玉川大学・玉川学園とオレロップ体育アカデミーとの体育教育交流に基づく体

操の指導法・補助法及びスポーツに関する指導法の共同研究‐オレロップ体育アカ

デミーにおける 体育科教員研修を通して‐」が承認され、研究①「玉川大学・

玉川学園の子どもたちの体力の現状を基にしたオレロップ体育アカデミーでの研

修課題の探究」と研究②「フォルケホイスコーレであるオレロップ体育アカデミー

とデンマークの教育制度及び教員養成についての研究」について成果を報告する。 
 
1. はじめに 

平成 年度小原國芳教育学術奨励基金にて、研究

主題「玉川大学・玉川学園とオレロップ体育アカデ

ミーとの体育教育交流に基づく体操の指導法・補助

法及びスポーツに関する指導法の共同研究‐オレロ

ップ体育アカデミーにおける 体育科教員研修

を通して‐」が承認され、 体育科教員の内、執

筆者である 名がオレロップ体育アカデミーにて研

修を行った。本研究は、その研修を含む研究成果を

報告することを目的とする。

 
2. オレロップ体育アカデミーにおける K-16 体

育科教員研修 

期 間：平成 年 月 日～ 日

場 所：デンマーク王国オレロップ体育アカデミー

参加者：工藤亘（大学）、鈴木淳也（大学） 
河野峻平（低学年）、小林潤（中学年）、 

 宮崎純子（中学年）、大澤誕也（中学年） 
中村麻衣（高学年） 

研修スケジュール：（文末資料） 
 
3. 研究① 
「玉川大学・玉川学園の子どもたちの体力の現状

を基にしたオレロップ体育アカデミーでの研修

課題の探究」 

＜目的＞

本学の体力テスト結果等を踏まえ、低学年生～大

学生までの体力の現状を各部担当者が発達段階によ

る視点で分析し、そこから見える健の教育・体育の

課題を基に、オレロップ体育アカデミーでの研修課

題を探求することである。

＜低学年＞（河野峻平）

玉川学園低学年に所属する 〜 歳の児童はプレ

ゴールデンエイジと呼ばれ、さまざまな要素の動き

を体験することで、多様な脳神経回路が形成される

時期にある。このことから、授業においても持久性

や強壮性を求めるのではなく、全ての運動の基礎と

なる巧緻性や調整力の発達に主眼を置いた指導を心

がけなければならない。学習指導要領においても「か

らだつくり」や「からだほぐし」の運動を体育に盛

り込むことが提唱されている。このようなプレゴー

ルデンエイジの時期に、デンマーク体操をどのよう

に融合させた体育を行えばよいかについて研究する。

今回の研修は、 〜 歳の体操の授業の参観が主

であり、小学校段階の授業に生かす学びを得られる

かは不安であったが、年齢に関わらず体育教師が大

切にしなければいけないことに気づくことができた。

それはどの年齢であっても楽しく、主体的に運動で

きる環境を整えれば、子ども達は自然と自分から運
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動を楽しみ始めるということである。今回は施設・

設備と音楽の使用の二つに着目する。

デンマークでは、オレロップに限らず、公共の体

育施設は設備が充実し、誰もが利用しやすい仕組み

ができている。これは日本との大きな違いである。

公共の施設を見学した時には、小学生の子ども達数

名が楽しそうにトランポリンで遊んでいる姿があっ

た。日本であればそこに必ず大人がつき、禁止事項

がたくさん書かれた紙に保護者がサインをして初め

て使用できるようになる施設だが、デンマークでは

それが必要ない。

体操の用具で比較すれば、日本の体育館に置かれ

ているマットは、ほとんどの体育施設では昔ながら

の白いマットが置かれている。白いマットは準備す

るだけで大変な労力であり、準備したところでエア

トラックのように衝撃吸収効果や跳躍を高くしてく

れる反発力は生み出してはくれない。また、自分の

習得前の技の練習は痛みの恐怖から挑戦することを

ためらわせる原因ともなる。今の日本の設備では、

体操を行う前から嫌いにさせる要因をつくってしま

っていると考えられる。

一方オレロップでは、エアトラック、トランポリ

ン、ピットが常設されていて、子ども達が自由に使

用できる環境が整っている。トランポリン、エアト

ラックは跳んでいるだけで運動量が確保され、空中

感覚も身につく。トランポリン、エアトラックの端

にはピットがあり、そこに着地さえできれば、頭か

ら落ちても大きな怪我をする恐れはない。怪我の心

配、痛みの恐怖がなければ自ら進んで新しい技に挑

戦しやすくなると考える。（写真 ）

写真 トランポリン

この日本とデンマークの施設、設備の違いは子ど

も達にとっては非常に大きな違いである。筆者は日

本の体育施設しか知らなかったため、施設や設備に

あまり疑問を抱くことはなかった。しかし、今回の

研修で、子ども達が自主的に体操に取り組みやすい

環境整備がされているかどうかは、子ども達を運動

好きにするかどうかにとても重要だということに気

付かされた。日本全体がデンマークのような体育施

設をつくっていくのは現段階では難しいことだと考

える。しかし、オレロップの東洋分校である玉川学

園が充実した体育施設を建て、日本全体に発信して

いくことは有意義であると考える。

二つ目は音楽を活用した指導を取り入れていくこ

とである。日本でも玉川学園で行なっているデンマ

ーク体操のマスゲームやダンスの授業で音楽を使用

することはあるが、それ以外の授業で使用すること

は限定的であると考える。オレロップの授業では、

ダンスやマスゲームのような体操の時間以外でも積

極的に音楽を使用していたのである。

例えば、ウォーミングアップの時、かけた音楽に

あった動きを教師が前で示し、生徒達も同じように

動いていく。内容としては徒手体操の動きやストレ

ッチ、強壮性を高める運動など様々であったが、ど

れも音楽に合わせて楽しみながら運動していたのが

印象的である。日本の準備運動は、自分で行うもの

も含めて、教師が号令をかける、もしくは児童の代

表が前に出て行うものが多いように考える。

号令に合わせて運動することも必要であるが、音

楽に合わせて楽しみながら動くことで、次の運動に

体と心両方の準備を整えている様子にとても好感を

持った。今後、規律正しい授業を行いながらも、時

に音楽を使用して楽しみながら運動できる授業を実

践していきたいと考える。

＜中学年＞（小林潤・大澤誕也）

中学年に所属する 〜 歳の児童生徒は、ゴール

デンエイジと呼ばれる時期にあり、この時期は一生

に一度だけ訪れ、あらゆる物事を短時間で覚えるこ

とのできる即座の習得時期である。

日常生活の中で身につける運動、つまり遊びを通

した経験から自然に身につく運動に多く触れること
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動を楽しみ始めるということである。今回は施設・

設備と音楽の使用の二つに着目する。

デンマークでは、オレロップに限らず、公共の体

育施設は設備が充実し、誰もが利用しやすい仕組み

ができている。これは日本との大きな違いである。

公共の施設を見学した時には、小学生の子ども達数

名が楽しそうにトランポリンで遊んでいる姿があっ

た。日本であればそこに必ず大人がつき、禁止事項

がたくさん書かれた紙に保護者がサインをして初め

て使用できるようになる施設だが、デンマークでは

それが必要ない。

体操の用具で比較すれば、日本の体育館に置かれ

ているマットは、ほとんどの体育施設では昔ながら

の白いマットが置かれている。白いマットは準備す

るだけで大変な労力であり、準備したところでエア

トラックのように衝撃吸収効果や跳躍を高くしてく

れる反発力は生み出してはくれない。また、自分の

習得前の技の練習は痛みの恐怖から挑戦することを

ためらわせる原因ともなる。今の日本の設備では、

体操を行う前から嫌いにさせる要因をつくってしま

っていると考えられる。

一方オレロップでは、エアトラック、トランポリ

ン、ピットが常設されていて、子ども達が自由に使

用できる環境が整っている。トランポリン、エアト

ラックは跳んでいるだけで運動量が確保され、空中

感覚も身につく。トランポリン、エアトラックの端

にはピットがあり、そこに着地さえできれば、頭か

ら落ちても大きな怪我をする恐れはない。怪我の心

配、痛みの恐怖がなければ自ら進んで新しい技に挑

戦しやすくなると考える。（写真 ）

写真 トランポリン

この日本とデンマークの施設、設備の違いは子ど

も達にとっては非常に大きな違いである。筆者は日

本の体育施設しか知らなかったため、施設や設備に

あまり疑問を抱くことはなかった。しかし、今回の

研修で、子ども達が自主的に体操に取り組みやすい

環境整備がされているかどうかは、子ども達を運動

好きにするかどうかにとても重要だということに気

付かされた。日本全体がデンマークのような体育施

設をつくっていくのは現段階では難しいことだと考

える。しかし、オレロップの東洋分校である玉川学

園が充実した体育施設を建て、日本全体に発信して

いくことは有意義であると考える。

二つ目は音楽を活用した指導を取り入れていくこ

とである。日本でも玉川学園で行なっているデンマ

ーク体操のマスゲームやダンスの授業で音楽を使用

することはあるが、それ以外の授業で使用すること

は限定的であると考える。オレロップの授業では、

ダンスやマスゲームのような体操の時間以外でも積

極的に音楽を使用していたのである。

例えば、ウォーミングアップの時、かけた音楽に

あった動きを教師が前で示し、生徒達も同じように

動いていく。内容としては徒手体操の動きやストレ

ッチ、強壮性を高める運動など様々であったが、ど

れも音楽に合わせて楽しみながら運動していたのが

印象的である。日本の準備運動は、自分で行うもの

も含めて、教師が号令をかける、もしくは児童の代

表が前に出て行うものが多いように考える。

号令に合わせて運動することも必要であるが、音

楽に合わせて楽しみながら動くことで、次の運動に

体と心両方の準備を整えている様子にとても好感を

持った。今後、規律正しい授業を行いながらも、時

に音楽を使用して楽しみながら運動できる授業を実

践していきたいと考える。

＜中学年＞（小林潤・大澤誕也）

中学年に所属する 〜 歳の児童生徒は、ゴール

デンエイジと呼ばれる時期にあり、この時期は一生

に一度だけ訪れ、あらゆる物事を短時間で覚えるこ

とのできる即座の習得時期である。

日常生活の中で身につける運動、つまり遊びを通

した経験から自然に身につく運動に多く触れること

 

が重要である。頭で考えて理解するよりも、実際に

動いて体で覚えることから頭と体の神経回路を繋げ

る体験が不可欠となる。すぐにできる児童生徒と、

何度かの繰り返しをしなければ動けない児童生徒の

個人差は多少見られるが、それでも授業のウォーミ

ングアップとしてのルーティーンに取り入れること

で身につけることができる。（写真 ）

写真 ウォーミングアップ

例えば、両手両足を使った四足歩行では、同じ手

足を出すのか、右手左足の様に手と足を交互に出す

のかで戸惑っている児童も初めは多いが、一度自分

の動きやすい方法に気づくと次からは考えるよりも

先に動ける様になってくる。また、腕の曲げ伸ばし

と足の開閉脚跳びを、腕と足のそれぞれのリズムを

変えて行わせる動きでは、頭で考えて次の形を覚え

ようとするより、自分でリズムを数えながら何度も

繰り返して動いて体で覚えることを自然に行ってい

る場合が多い。これらの動きは巧緻性と言われ、強

壮性、柔軟性とともにデンマーク体操の特性とされ

ている。

誤った方法を身につけてしまうとその後は修正が

しにくいともいわれるゴールデンエイジの時期には、

プレゴールデンエイジで行ってきた基本運動をベー

スとし、筋力や柔軟性を向上させながら、神経回路

への刺激を与えて巧みに自分の体を操るための複雑

な課題に取り組ませたいと考える。その様にして多

くの運動経験をさせ、生涯体育へ発展する全ての運

動の基本を身につけさせる必要がある。

また、運動が楽しいと思える工夫も必要不可欠で

ある。今回の研修では、ほとんどの授業でウォーミ

ングアップ時から常に音楽に合わせた体ほぐしやア

イスブレイキング、ストレッチ、トレーニングが行

われていた。学生たちは自然に歌を口ずさみながら

動き、自分たちで雰囲気作りを行い、気持ちを高め

ながらパフォーマンスの向上を目指していた。この

様な面から、感性を伸ばし純粋に運動が楽しいと思

えたり、さらにはチームワークを養いながら仲間と

切磋琢磨することで、情緒豊かな人格形成へ繋がっ

ている重要性が垣間見られた。

＜高学年＞（宮崎純子・中村麻衣）

高学年に所属する 〜 歳の生徒はポストゴー

ルデンエイジの時期であり、身体全体や部分的な成

長が急激に起こることでバランスを崩し、運動にお

いても習得した技術が一時的にできなくなる時期と

いわれている。

思春期の発達（生殖器官、脳神経の発達による心

の成長）が急速なこの年代では体に表れる変化が大

きく見られ、特に女子は運動することへの意欲の低

下が出始めると考えられる。運動は好きだが実際に

動くことを面倒に感じてしまったり、種目による好

き嫌いの差も現れ始め、運動嫌い・運動離れのきっ

かけに繋がってしまいがちな年代だと言える。

この年代では、ゴールデンエイジで獲得したさま

ざまな運動能力をさらに伸ばすことよりも、体力を

維持・向上させる指導が必要になる。女子の体力の

向上はこの年代をピークとしそれ以降あまり伸びな

いと言われている。したがっていかにこのピークの

状態を維持していくのかが大きな課題となる。筋力

や持久力、瞬発力、柔軟性といった一般的な体力で

ある行動体力を維持しながら、免疫力や外部の環境

の変化への適応力としての防衛体力も意識していか

なくてはならない。

行動体力の要素の中でも、筋力を鍛えるような重

い負荷の運動動作の習得や、呼吸器・循環器系の刺

激となる持久系の運動がこの年代では重要となる。

呼吸器官・循環器官の発達急進期でもあるため、負

荷のかかる持久性の高い運動から心肺機能を高め、

筋力を高めて維持する必要がある。

強壮性の運動動作の獲得と持久性に刺激を加える

ことのできるプログラムと同時に巧緻性や柔軟性の

向上も目指したい。体力の向上のピークを迎えつつ

あるこの年代には、バランスの取れた指導が重要で
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ある。

オレロップ体育アカデミーでは、マットやトラン

ポリン、跳び箱などの器械運動中心のタンブリング

の授業、グループで合わせてアクロバティックな動

きをするチームジム、手具を使った体操、ダンスな

どといった体操をメインとしたものから、球技やト

レーニング、パルクール（写真 ）など、運動を基

本とし体育を通した人間形成を目指している。

写真 パルクール

やはり色々な意味でのバランスが必要とされてい

て、オレロップのウフェ校長が大切だと考えている

ことについて以下の点を挙げていた。（写真 ）

①調和のとれた人間であること

②自分の体そのものや、体の正しい状態を理解する

こと

③頭と体をつなげて理解をすること

④トレーニング方法の知識・理解

写真 校長と中村さん

歴史とともに体操は変化を遂げながらも、自分の

体を知って正しい使い方や状態を理解すること、そ

して「１人のオリンピック選手よりも 人の健康」

という考えであるデンマーク体操を通じ、ポストゴ

ールデンエイジの年代の生徒たちの心身や情緒面で

の育成を目指して行きたい。

＜大学＞（鈴木淳也）

今回の研修では、玉川大学の学生における体力の

実態 ）から、強壮性や敏捷性、持久性を高める運

動プログラム作成のため、資料収集を含めた調査を

行った。大学生の ～ 歳は、インディペンデント

エイジと呼ばれ、身体的な完成期に近づき、精神的

にも身体的にもバランスの取れた時期である。

そのような時期において、いかに学生達へ強壮性

を主とした運動プログラムを与え、理論的な内容を

理解しながら実践させることが大切である。また、

玉川学園の体育祭では、各ディビジョンで集団体操

を実施していることから、デンマーク体操の系統的

な指導法を構築するため、授業ならびに施設の見学、

補助法や実技を体験し、玉川学園の体育科教員へ還

元することが課題であった。

まず、オレロップ体育アカデミーの授業の中では、

古典的な基本体操は実践されておらず、準備体操・

補強運動の動きに垣間見られるのみであった。ウフ

ェ校長先生は、「体操の基本理念は変わらないが、時

代に合った授業内容を担当教員が創意工夫しながら

展開している。」と話していたように、タンブリング

やダンス、パルクールなど、新しい形へ変化し続け

ている様子がみられた。それ以外にも、 （写真 ）

やボクササイズなど、トレーニング系の実技授業も

行われていた。

写真

強壮性や敏捷性、持久性といった体力要素を高め
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ある。

オレロップ体育アカデミーでは、マットやトラン

ポリン、跳び箱などの器械運動中心のタンブリング

の授業、グループで合わせてアクロバティックな動

きをするチームジム、手具を使った体操、ダンスな

どといった体操をメインとしたものから、球技やト

レーニング、パルクール（写真 ）など、運動を基

本とし体育を通した人間形成を目指している。

写真 パルクール

やはり色々な意味でのバランスが必要とされてい

て、オレロップのウフェ校長が大切だと考えている

ことについて以下の点を挙げていた。（写真 ）

①調和のとれた人間であること

②自分の体そのものや、体の正しい状態を理解する

こと

③頭と体をつなげて理解をすること

④トレーニング方法の知識・理解

写真 校長と中村さん

歴史とともに体操は変化を遂げながらも、自分の

体を知って正しい使い方や状態を理解すること、そ

して「１人のオリンピック選手よりも 人の健康」

という考えであるデンマーク体操を通じ、ポストゴ

ールデンエイジの年代の生徒たちの心身や情緒面で

の育成を目指して行きたい。

＜大学＞（鈴木淳也）

今回の研修では、玉川大学の学生における体力の

実態 ）から、強壮性や敏捷性、持久性を高める運

動プログラム作成のため、資料収集を含めた調査を

行った。大学生の ～ 歳は、インディペンデント

エイジと呼ばれ、身体的な完成期に近づき、精神的

にも身体的にもバランスの取れた時期である。

そのような時期において、いかに学生達へ強壮性

を主とした運動プログラムを与え、理論的な内容を

理解しながら実践させることが大切である。また、

玉川学園の体育祭では、各ディビジョンで集団体操

を実施していることから、デンマーク体操の系統的

な指導法を構築するため、授業ならびに施設の見学、

補助法や実技を体験し、玉川学園の体育科教員へ還

元することが課題であった。

まず、オレロップ体育アカデミーの授業の中では、

古典的な基本体操は実践されておらず、準備体操・

補強運動の動きに垣間見られるのみであった。ウフ

ェ校長先生は、「体操の基本理念は変わらないが、時

代に合った授業内容を担当教員が創意工夫しながら

展開している。」と話していたように、タンブリング

やダンス、パルクールなど、新しい形へ変化し続け

ている様子がみられた。それ以外にも、 （写真 ）

やボクササイズなど、トレーニング系の実技授業も

行われていた。

写真

強壮性や敏捷性、持久性といった体力要素を高め

 

る運動として、準備体操・補強運動の運動プログラ

ムは非常に参考になる内容であった。運動時間は、

約 分程度でルーティーンが決まっており、主運動

につながる動きや怪我しないための姿勢つくりなど

を意図した内容であった。例えば、ゆりかご、手押

し車、馬跳びといった個人あるいはペアでの運動だ

けでなく、四つ這いの姿勢で押し相撲、体幹を締め

た状態で走るなど、グループでゲーム性を含んだ運

動もみられた。また、教師は、言葉での説明は非常

に短く、学生は常に体を動かしている様子がみられ

た。いかに、短時間で運動量や運動強度を確保する

か、大変参考になった。このような準備体操・補強

運動を、健康教育の実技や体育祭の体操練習の前に

導入するなど、実践していきたい。

指導法として印象に残っているのは、常に音楽を

かけながら運動していたことである。準備体操の運

動プログラムに応じて、音楽の曲調も変えていた。

（写真 ）

写真 準備体操の様子

その他、映像装置を使用したフィードバック、バ

ラエティーに富んだ教具（色々な形のマット、傾斜

がつけられるマット）など、体操指導する上で必要

な設備が充実していた。（写真 ・ ）

写真 映像装置

写真 傾斜のついたマット

小学校学習指導要領の「体つくり運動」の中でも、

リズムに合わせて運動遊びする内容も含まれている。

）授業に取り入れる際には、実際に指導する対象年

齢や主運動につながる体操を考え、それに適した音

楽を選択することが必要であろう。

また、 の利活用として映像装置を使用した授

業は、日本の学校でも実践されている。オレロップ

体育アカデミーでは、教師だけでなく一緒に練習し

ている学生同士映像を見ながら、指導し合う様子が

みられた。

新しい技ができた学生は、入り口にある鐘を鳴ら

し、体育館にいるすべての人が、その学生を賞賛す

る様子がみられた。改めて、映像を撮るだけでなく、

運動した者に対して、どのようにフィードバックす

るか、その大切さを再認識させられた。

その他にも、運動プログラムに競争性やゲーム性

を含ませ、学生たちは自ら進んで運動を実践し、楽

しんでいる様子がみられた。また、学生だけでなく

教師も常に運動を「楽しむ」姿がみられ、非常に参
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考になった。

今後は、デンマークの児童や学生などの体力レベ

ルを比較しながら、どのような体力要素が劣ってい

るのか調べるとともに、日本人に合った指導法やト

レーニングプログラムなどを構築していきたい。

4. 研究② 
「フォルケホイスコーレであるオレロップ体育

アカデミーとデンマークの教育制度及び教員養

成についての研究」（文末資料） 
＜目的＞

オレロップ体育アカデミーでの体操の指導法・補

助法及びスポーツに関する指導法を研究するにあた

り、①デンマークの教育思想や経緯等を整理する、

②デンマーク独特の教育制度と教員養成制度および

フォルケホイスコーレの意義を理解することである。

 
日本とデンマークの教育制度や教員養成制度は大

きく異なり、デンマークの根底には ・

や ・ の教育思想が反映されている。デンマー

ク国内には、独自性が高い私立学校のフォルケホイ

スコーレが約 校あり、オレロップ体育アカデミー

は体操中心のフォルケホイスコーレである。

フォルケホイスコーレの特徴は、①試験をしない。

単位や資格の付与もない。②教師と学生が寮で共同

生活する。③書物よりも対話を中心に生そのものを

学び、社会性を自覚するということ。④ 歳以上な

ら性別、年齢、障がいの有無、国籍を問わず、誰で

も入学可能である。⑤技術や知識を習得することが

主眼ではなく、授業や討論、実践、実習、生活を通

して、自己発見をし、これから生きる自分の道を探

すことに力点が置かれている。

フォルケホイスコーレの修学期間は ～ ヶ月で

あり、オレロップ体育アカデミーでは、 ヶ月コー

ス（ 月～ 月）と ヵ月コース（ 月～ 月）があ

る。学生によっては ヶ月コースと ヵ月コースを

継続して ヶ月間を受講する者もいる。（工藤亘）

 
5. オレロップ体育アカデミーとの交流と今後の

展望 
本学とオレロップ体育アカデミーの教員相互の研

修や留学はこれまでも実施してきたが、その頻度を

上げることで研鑽の機会を増やし、実践と研究成果

の統合を試みたい。

大学生（デンマーク体操部・保健体育専攻等）の

短期留学の機会はあるが、長期留学を視野に入れ、

カリキュラムの中に位置づけ、学生の国際的な学び

の機会を増設したい。また、オーストリアでのスキ

ー実習や欧米諸国等のスポーツと関連させたダイナ

ミックなプログラム開発を試みたい。

の子ども達もオレロップ体育アカデミーで

短期留学ができるプログラムを構築し、国際教育の

一環としてみたい。またオレロップ体育アカデミー

には、幼児や児童が安全に体操や転回運動ができる

ピットや設備等があり、基本的な運動能力の向上や

運動習慣の定着に寄与しているため、本学にも同様

の施設があることが望ましい。スヴェンボアのスポ

ーツ複合施設（ ）は非常に素晴らしい施設

であり、体育施設の参考にすべきである。（写真 ）

写真 スヴェンボアのスポーツ複合施設（ ）

本学とオレロップ体育アカデミーの （国際

教育学級）が持っているネットワークをつなぎ、両

校が健康・スポーツを通じた国際交流や研究の拠点

となる可能性を模索してみたい。

オレロップ体育アカデミーは 年に設立

周年を迎え、本学も 年には設立 周年を迎え
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考になった。

今後は、デンマークの児童や学生などの体力レベ

ルを比較しながら、どのような体力要素が劣ってい

るのか調べるとともに、日本人に合った指導法やト

レーニングプログラムなどを構築していきたい。

4. 研究② 
「フォルケホイスコーレであるオレロップ体育

アカデミーとデンマークの教育制度及び教員養

成についての研究」（文末資料） 
＜目的＞

オレロップ体育アカデミーでの体操の指導法・補

助法及びスポーツに関する指導法を研究するにあた

り、①デンマークの教育思想や経緯等を整理する、

②デンマーク独特の教育制度と教員養成制度および

フォルケホイスコーレの意義を理解することである。

 
日本とデンマークの教育制度や教員養成制度は大

きく異なり、デンマークの根底には ・

や ・ の教育思想が反映されている。デンマー

ク国内には、独自性が高い私立学校のフォルケホイ

スコーレが約 校あり、オレロップ体育アカデミー

は体操中心のフォルケホイスコーレである。

フォルケホイスコーレの特徴は、①試験をしない。

単位や資格の付与もない。②教師と学生が寮で共同

生活する。③書物よりも対話を中心に生そのものを

学び、社会性を自覚するということ。④ 歳以上な

ら性別、年齢、障がいの有無、国籍を問わず、誰で

も入学可能である。⑤技術や知識を習得することが

主眼ではなく、授業や討論、実践、実習、生活を通

して、自己発見をし、これから生きる自分の道を探

すことに力点が置かれている。

フォルケホイスコーレの修学期間は ～ ヶ月で

あり、オレロップ体育アカデミーでは、 ヶ月コー

ス（ 月～ 月）と ヵ月コース（ 月～ 月）があ

る。学生によっては ヶ月コースと ヵ月コースを

継続して ヶ月間を受講する者もいる。（工藤亘）

 
5. オレロップ体育アカデミーとの交流と今後の

展望 
本学とオレロップ体育アカデミーの教員相互の研

修や留学はこれまでも実施してきたが、その頻度を

上げることで研鑽の機会を増やし、実践と研究成果

の統合を試みたい。

大学生（デンマーク体操部・保健体育専攻等）の

短期留学の機会はあるが、長期留学を視野に入れ、

カリキュラムの中に位置づけ、学生の国際的な学び

の機会を増設したい。また、オーストリアでのスキ

ー実習や欧米諸国等のスポーツと関連させたダイナ

ミックなプログラム開発を試みたい。

の子ども達もオレロップ体育アカデミーで

短期留学ができるプログラムを構築し、国際教育の

一環としてみたい。またオレロップ体育アカデミー

には、幼児や児童が安全に体操や転回運動ができる

ピットや設備等があり、基本的な運動能力の向上や

運動習慣の定着に寄与しているため、本学にも同様

の施設があることが望ましい。スヴェンボアのスポ

ーツ複合施設（ ）は非常に素晴らしい施設

であり、体育施設の参考にすべきである。（写真 ）

写真 スヴェンボアのスポーツ複合施設（ ）

本学とオレロップ体育アカデミーの （国際

教育学級）が持っているネットワークをつなぎ、両

校が健康・スポーツを通じた国際交流や研究の拠点

となる可能性を模索してみたい。

オレロップ体育アカデミーは 年に設立

周年を迎え、本学も 年には設立 周年を迎え

 

る。これまで構築してきたお互いの関係性をより深

め、長期的・安定的・発展的・開発的な関係の構築

をしていくことが子ども達の未来に貢献することだ

と信じている。（工藤亘）
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資料 オレロップア体育カデミーでのスケジュール

3月19日 3月20日 3月21日 3月22日 3月23日 3月24日

・成田出発⇒
コペンハーゲン到着
・バスで移動⇒
オレロップ体育アカデミー着

・ウフェ校長に挨拶

・スタッフと打ち合わせ

・校内見学
・【講義】
オレロップと玉川学園の
歴史について
　　　　　（ウフェ校長）

・【実技】
転回補助法・安全指導
　　　　　（ヘリエ先生）

・ニルス・ブックの墓参

・【実技】
リズム体操、チームジム
タンブリング

・【講義】
オレロップフリースコーレ
　　　　　　　　　について
　　　　（小中学校訪問）

・【実技】
転回補助法・安全指導
　　　　　　（ヘリエ先生）

・【実技】
パワータンブリング、ダンス
フィットネス、パルクール

・【講義】
ニルス・ブックについて
（ウフェ校長）

・【実技】
アート・シェアリング

・【講義】
オレロップ体育アカデミーの
　現状と国際交流について
　　　　（クリスチアネ先生）

・【実技】
リズム体操、チームジム
タンブリング

・【実技】
パワータンブリング、ダンス
フィットネス、パルクール

・【実技】
TRXトレーニング
　　　　　　（ヘリエ先生）

・【講義】
オレロップ体育アカデミーと
　玉川学園の今後の交流
　について　（ウフェ校長）

・高井久光氏と懇談会

・【実技】
特別授業
補助法・安全指導
　　　　　　（ヘリエ先生）

・スヴェンボア地区の
　　スポーツ複合施設
　　　　SG Huset視察
　　　　　　（ヘリエ先生）

3月25日 3月26日～27日
・コペンハーゲンへ
移動（DGIホテル）

26日：デンマーク出発
27日：成田到着

主
な
活
動
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